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（
承
前
）

四　
『
臨
川
全
集
』
の
版
本
と
自
筆
稿
本

前
節
「
寺
田
臨
川
略
年
譜
」（
以
下
「
略
年
譜
」
と
略
す
）
は
、
版
本

『
臨
川
全
集
』
の
詩
文
に
よ
っ
て
「
行
状
」『
系
図
』
所
掲
の
事
項
に
肉

付
け
す
る
と
い
う
方
法
を
用
い
た
が
、
当
然
な
が
ら
『
臨
川
全
集
』
に

収
録
さ
れ
る
詩
文
の
中
で
年
代
の
特
定
で
き
る
も
の
は
少
数
に
留
ま

る
。「
略
年
譜
」
の
各
年
の
記
載
に
精
粗
の
差
が
あ
る
の
も
そ
の
た
め

で
、
特
に
私
的
な
交
流
の
所
産
に
は
年
記
の
な
い
事
例
が
多
く
、
そ
れ

ら
を
立
項
で
き
な
い
も
ど
か
し
さ
が
常
に
つ
き
ま
と
う
。
版
本
の
体
裁

に
ま
と
め
ら
れ
る
過
程
で
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
詩
文
の
成
立
に
関
す
る
情

報
が
捨
象
さ
れ
た
結
果
と
し
て
受
け
止
め
る
ほ
か
は
な
い
が
、
辛
う
じ

て
伝
存
す
る
『
臨
川
全
集
』
の
自
筆
稿
本
の
記
載
が
詩
文
成
立
年
代
の

解
明
に
大
き
く
寄
与
す
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
そ
の
点
に
つ
い
て
概

略
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

「
略
年
譜
」
に
触
れ
た
と
こ
ろ
だ
が
、
臨
川
が
寛
保
二
年
に
奉
納
し
た

自
筆
浄
書
本
『
臨
川
全
集
』
が
厳
島
神
社
に
現
存
す
る
。
二
〇
〇
七
年

に
四
度
に
わ
た
っ
て
厳
島
神
社
御
文
庫
「
名
山
蔵
」
所
蔵
典
籍
の
調
査

を
許
さ
れ
た
際
、
極
大
本
六
冊
の
自
筆
浄
書
本
を
手
に
す
る
機
会
を
得

た
が
、
寛
保
元
年
撰
の
叙
跋
を
確
認
し
、
箱
書
の
内
容
を
写
し
取
っ
た

だ
け
で
、
内
容
の
精
査
に
及
ぶ
こ
と
は
な
か
っ
た
。
い
ず
れ
再
度
の
調

査
を
期
し
た
く
思
う
が
、
現
在
別
置
保
管
さ
れ
て
い
る
本
書
を
閲
覧
す

る
こ
と
は
困
難
な
状
況
に
あ
る
。

臨
川
は
、
厳
島
神
社
に
自
筆
浄
書
本
を
奉
納
す
る
に
合
わ
せ
て
、
手

元
に
副
本
と
し
て
自
筆
稿
本
を
残
し
た
。
事
の
経
緯
は
臨
川
の
残
し
た

久
保
田
　
啓
　
一

広
島
藩
の
文
芸
と
藩
儒
寺
田
臨
川
（
下
）
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『
寺
田
伝
家
訓
』（
内
題
「
伝
家
訓
」。
寺
田
勇
一
氏
蔵
。
以
下
「
伝
家

訓
」
と
略
す
）
に
明
ら
か
で
あ
る
。「
伝
家
訓
」
は
臨
川
の
自
筆
本
で
、

広
島
藩
に
仕
え
る
寺
田
家
当
主
と
し
て
の
心
構
え
を
説
き
、「
伝
来
の

書
籍
刀
剣
器
物
」（「
伝
家
訓
」）
の
う
ち
「
重
宝
す
べ
き
品
々
」（
同
）

を
列
挙
し
た
上
で
、
末
尾
に
次
の
よ
う
な
言
葉
と
年
記
・
署
名
を
置

く
。

	
	
	

右
の
品
々
、
第
一
念
入
所
持
可
相
伝
候
。
刀
脇
指
等
、
何
も
有
来

候
通
に
て
可
有
帯
用
候
。
陣
刀
陣
脇
指
の
類
は
、
入
用
の
時
に
至

り
て
功
者
な
る
仕
形
可
有
之
、
其
余
は
可
為
右
之
通
候
。
以
上
。

	
	

　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
田
半
蔵

	
	

　

寛
保
三
年
正
月
良
日　
　
　
　

高
通
（
花
押
）

	
	

　
　
　
　
　

寺
田
文
次
郎
方
（
注
１
）

寛
保
三
年
は
死
去
の
前
年
に
当
る
。
余
命
の
乏
し
さ
を
自
覚
し
た
臨

川
が
養
子
文
次
郎
高
年
（
号
桂
巌
）
に
与
え
る
遺
訓
の
つ
も
り
で
用
意

し
た
文
書
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
臨
川
が
子
々
孫
々
家
宝
と
し

て
持
ち
伝
え
る
こ
と
を
命
じ
た
品
々
の
中
に
、
次
の
二
項
が
並
ん
で
い

る
の
で
あ
る
。

	

一
臨
川
全
集　
　

壱
部　

六
冊
有
外
套

	
	
	

右
我
等
著
述
に
て
、
年
来
職
業
相
勤
候
験
の
た
め
、
全
部
浄
書
、

丹
波
守
刀
相
添
、
厳
島
神
社
え
奉
納
、
大
願
成
就
い
た
し
候
付
、

そ
の
副
本
と
し
て
相
認
令
所
蔵
候
間
、
随
分
念
入
可
持
伝
候
。

	

一
同　
　
　
　
　

壱
部　

三
冊

	
	
	

右
我
等
自
筆
に
て
、
逐
年
相
添
認
令
所
蔵
候
条
、
一
所
に
念
入
可

持
伝
候
。

第
一
の
一
つ
書
の
方
は
、
厳
島
神
社
奉
納
本
の
正
確
な
副
本
と
し
て

作
成
さ
れ
た
も
の
、
第
二
は
「
逐
年
相
添
認
」
と
あ
る
か
ら
年
代
順
に

書
き
継
い
だ
自
筆
稿
本
と
見
な
す
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
厳
島
神
社
に

蔵
さ
れ
る
奉
納
浄
書
本
と
版
本
と
の
関
係
が
判
明
し
な
い
以
上
は
確
か

な
こ
と
は
い
え
な
い
が
、
文
化
年
間
に
版
本
を
出
す
に
当
っ
て
孫
の
寺

田
高
忠
が
第
一
の
拠
り
ど
こ
ろ
と
し
た
の
は
当
然
六
冊
本
の
副
本
だ
っ

た
ろ
う
。
そ
の
副
本
の
所
在
は
知
れ
な
い
。
臨
川
の
後
裔
寺
田
勇
一
氏

が
蔵
さ
れ
る
の
は
、
題
簽
に
「
臨
川
全
集　

副　

地
号
」（「
副
」
は
朱

字
）
と
あ
る
写
本
一
冊
の
み
で
あ
る
。「
地
号
」
と
あ
る
か
ら
に
は
「
天

号
」「
人
号
」
も
存
在
し
た
は
ず
で
、
内
題
「
臨
川
全
集
」
の
下
に
「
田

立
革
印
」
の
朱
陽
方
印
を
捺
す
こ
と
か
ら
見
て
も
、
先
述
の
第
二
の
一

つ
書
に
掲
げ
ら
れ
た
三
冊
本
『
臨
川
全
集
』
の
う
ち
の
一
冊
と
推
測
で

き
る
。
所
収
の
諸
編
に
は
所
々
朱
墨
の
訂
正
や
推
敲
の
跡
が
見
え
、
浄

書
本
で
は
な
く
稿
本
に
位
置
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
も
、
臨
川
自
身
の
手

控
え
で
あ
っ
た
可
能
性
を
支
え
る
。
巻
頭
の
「
木
仮
山
記
」
を
始
め
と

し
て
、
年
代
不
明
な
が
ら
ほ
ぼ
四
季
の
順
に
詩
文
が
配
列
さ
れ
た
後
、

「
丁
未
元
日
〈「
是
歳
正
月
得
閏
故
句
中
及
」	

―
以
上
割
注
〉」
の
作
が

登
場
す
る
。「
丁
未
」
は
享
保
十
二
年
。
以
下
、「
戊
申
元
日
」
の
直
前
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が
難
し
く
、
あ
く
ま
で
も
推
測
の
域
を
出
な
い
こ
と
か
ら
見
送
ら
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
の
だ
が
、
自
筆
稿
本
の
配
列
を
見
て
み
る
と
、
正
月
か

ら
春
、
中
秋
、
冬
夜
と
ほ
ぼ
季
節
に
従
っ
て
並
ぶ
こ
と
が
わ
か
る
。「
読

学
則
」
が
中
秋
の
作
の
前
に
置
か
れ
る
事
実
は
、
恐
ら
く
は
春
か
ら
夏
、

初
秋
の
頃
に
は
書
き
上
げ
ら
れ
た
と
見
な
す
た
め
の
根
拠
と
し
て
有
効

な
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
こ
の
形
式
は
自
筆
稿
本
一
冊
の
中
で
一
貫

し
て
い
る
。
享
保
十
二
年
以
降
同
二
十
年
ま
で
の
詩
文
が
成
立
順
に
書

き
列
ね
て
あ
る
以
上
、
巻
頭
「
木
仮
山
記
」
か
ら
「
丁
未
元
日
」
直
前

の
「
陪
蘭
洲
公
遊
広
胖
亭
」
ま
で
は
享
保
十
一
年
作
の
一
部
と
見
て
誤

る
ま
い
。
も
っ
と
も
、
本
冊
に
ど
う
し
て
享
保
十
一
年
元
日
の
作
が
収

録
さ
れ
て
い
な
い
の
か
と
い
う
疑
問
は
残
る
。
稿
本
を
編
成
す
る
に
当

り
、
年
の
途
中
で
「
天
号
」
と
「
地
号
」
と
に
分
割
さ
れ
て
し
ま
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。

と
も
あ
れ
、
こ
の
自
筆
稿
本
『
臨
川
全
集
』
が
伝
存
す
る
お
か
げ
で
、

少
な
く
と
も
享
保
十
一
年
の
途
中
か
ら
享
保
二
十
年
ま
で
の
詩
文
の
お

お
よ
そ
の
成
立
時
期
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
版
本
『
臨
川
全

集
』
の
配
列
の
原
理
を
読
み
解
く
た
め
の
基
準
も
得
ら
れ
る
。
加
え
て

版
本
と
自
筆
稿
本
と
に
重
出
す
る
詩
文
の
推
敲
や
修
正
の
後
も
如
実
に

知
ら
れ
る
。
厳
島
神
社
蔵
の
自
筆
浄
書
本
の
詳
細
が
明
ら
か
に
な
っ
た

暁
に
は
、
稿
本
、
浄
書
本
、
そ
し
て
版
本
の
突
き
合
わ
せ
が
可
能
と
な

り
、
臨
川
の
詩
文
は
よ
う
や
く
精
読
の
便
宜
を
得
る
に
至
る
だ
ろ
う
。

ま
で
の
詩
文
題
を
列
挙
し
て
み
よ
う
。

	
	
	

蔵
諸
士
系
譜
記
承
命
而
撰
、
春
日
同
諸
契
赴
宴
湖
山
箕
君
別
業
、
与

田
東
皐
、
奉
謝
存
堂
鷹
〈「
守
」
字
を
見
消
に
し
て
「
鷹
」
に
訂

正
〉
君
恵
牡
丹
、
睡
起
、
与
服
篤
志
書
、
同
諸
契
遊
空
水
菴
、
空

水
菴
次
韻
習
斎
屈
兄
、
復
服
篤
志
書
、
同
諸
賢
訪
田
君
別
墅
、
空

水
菴
次
韻
、
又
、
嚮
有
恩
命
拝
賜
銀
物
蘭
洲
岡
君
賀
以
瓊
篇
因
攀

韻
礎
連
賦
三
絶
顓
謝
懇
悃
兼
寓
規
祝
、
読
学
則
、
中
秋
水
亭
翫
月
、

月
明
五
首
傚
白
傅
詩
〈「
體
」
字
を
見
消
に
し
て
「
詩
」
に
訂
正
〉
其

一
～
其
五
、
環
堵
記
、
遊
紫
雲
招
提
、
冬
夜
蘭
澗
森
君
宅
小
飲
次

韻
謝
奉
、
次
韻
田
雪
江
生
、
次
韻
高
煙
湖
生

こ
の
う
ち
、「
蔵
諸
士
系
譜
記
」
の
末
尾
に
は
「
享
保
十
二
年
歳
次
丁

未
孟
陬
穀
旦
謹
記
」
の
字
句
が
あ
り
、
版
本
に
も
そ
の
ま
ま
残
る
の
で
、

「
略
年
譜
」
の
正
月
に
立
項
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、「
春
日
同
諸

契
赴
宴
湖
山
箕
君
別
業
」
は
版
本
で
も
「
丁
未
元
日
」
の
次
に
置
か
れ

る
の
で
、
恐
ら
く
は
享
保
十
二
年
の
春
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
て
「
略
年

譜
」
に
掲
げ
て
い
る
。
同
年
正
月
刊
の
荻
生
徂
徠
著
『
徂
徠
先
生
学
則
』

を
読
ん
で
の
激
烈
な
批
判
「
読
学
則
」（
版
本
で
は
「
読
物
子
学
則
」）

の
撰
文
は
必
然
的
に
正
月
を
遡
る
こ
と
が
な
い
の
で
、
刊
行
の
事
実
に

付
随
す
る
形
で
の
立
項
と
な
っ
た

（
注
２
）。
こ
れ
ら
は
内
部
徴
証
や
前
後
の
配

列
な
ど
か
ら
「
略
年
譜
」
の
記
載
と
し
て
生
か
さ
れ
た
例
で
あ
る
。
そ

れ
以
外
の
詩
文
は
、
版
本
の
み
の
情
報
で
は
成
立
時
期
を
定
め
る
こ
と
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自
筆
稿
本
の
存
在
意
義
は
ま
こ
と
に
大
き
い
。

ち
な
み
に
、
版
本
『
臨
川
全
集
』
の
諸
本
に
つ
い
て
若
干
言
及
し
て

お
く
。
現
在
、
管
見
に
入
っ
た
版
本
は
六
本
程
度
に
過
ぎ
な
い
が
、
序

跋
と
刊
記
に
異
同
が
見
出
さ
れ
た
。
ま
ず
序
跋
に
つ
い
て
い
え
ば
、
①

岡
本
貞
喬
撰
「
臨
川
全
集
序
」（
寛
保
元
年
十
一
月
）、
②
堀
南
湖
撰
「
臨

川
全
集
叙
」（
同
）、
③
寺
田
桂
巌
撰
跋
（
同
）、
④
臨
川
自
跋
（
寛
保
四

年
正
月
）
の
書
を
中
野
煥
（
号
龍
田
）
が
担
当
し
て
い
る
が
、
伝
本
に

よ
っ
て
、
①	「
中
野
煥
謹
書
」
②	「
龍
田
煥
書
」
③	「
東
海
山
人
写
字
於

有
竹
居
」
④	「
龍
田
書
」
と
記
す
も
の
と
、
①	「
中
野
煥
謹
書
」
②	「
中

野
煥
書
」
③	「
中
野
煥
謹
書
」
④	「
中
野
煥
謹
書
」
と
記
す
も
の
の
二
種

に
区
別
さ
れ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
し
て
前
者
の
刊
記
冒
頭
が
「
広

陵
寺
田
半
蔵
著
」
と
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
は
「
広
陵
」
を
「
広
隝
」

に
作
る
と
い
う
点
で
共
通
す
る
。
諸
本
の
版
面
を
詳
細
に
比
較
検
討
し

な
け
れ
ば
結
論
は
出
せ
な
い
が
、
ど
ち
ら
か
が
修
訂
後
の
姿
で
あ
る
の

は
間
違
い
な
く
、
異
同
の
意
味
を
考
慮
し
つ
つ
伝
本
を
調
査
す
る
必
要

の
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

五　
臨
川
の
功
績

以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
版
本
『
臨
川
全
集
』
に
先
立
つ
自
筆
稿
本
・

自
筆
浄
書
本
の
全
貌
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、「
略
年
譜
」
に
盛
っ
た
事
項

の
増
訂
も
可
能
と
な
る
の
だ
が
、
他
に
も
今
後
の
状
況
の
変
化
に
期
し

た
い
事
柄
が
あ
る
。『
広
島
県
史
・
近
世
資
料
編
Ⅱ
』
四
六
頁
の
記
述
に

よ
れ
ば
、
昭
和
五
十
年
八
月
に
、
浅
野
長
愛
氏
よ
り
『
済
美
録
』『
芸
藩

通
志
』『
事
蹟
緒
鑑
』『
芸
藩
志
』『
芸
藩
志
拾
遺
』『
芸
藩
志
要
』
が
広

島
市
立
中
央
図
書
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
、
何
ら
か
の
事
情

に
よ
っ
て
閲
覧
が
一
切
許
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『
広
島
県

史
』
編
纂
時
に
は
縦
横
の
活
用
が
許
さ
れ
た
も
の
が
な
ぜ
こ
の
よ
う
な

扱
い
と
な
っ
た
の
か
、
詳
細
は
不
明
と
い
う
ほ
か
は
な
く
、『
広
島
県

史
』
の
間
接
的
引
用
に
留
め
ざ
る
を
得
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
特
に

浅
野
家
歴
代
当
主
の
事
蹟
を
網
羅
す
る
『
済
美
録
』
は
ぜ
ひ
と
も
一
覧

し
た
い
が
、
将
来
に
期
待
を
残
し
て
、
ま
ず
は
「
略
年
譜
」
に
基
づ
い

て
臨
川
の
功
績
を
言
挙
げ
す
る
こ
と
に
努
め
た
い
。

さ
て
、
で
き
る
限
り
同
時
代
人
の
目
に
近
づ
け
て
客
観
的
に
人
物
を

評
価
す
る
に
は
、
第
三
者
が
近
世
期
に
書
き
残
し
た
資
料
を
比
較
考
究

し
、
共
通
点
と
相
違
点
を
炙
り
出
す
し
か
な
い
だ
ろ
う
。
最
も
詳
細
な

「
祖
考
臨
川
先
生
行
状
」
は
、
孫
の
高
忠
撰
ゆ
え
に
第
三
者
の
条
件
か
ら

は
外
れ
る
。
勇
一
氏
蔵
『
系
図
』
と
対
照
し
つ
つ
、
詳
伝
執
筆
の
際
に

逐
一
検
討
を
加
え
て
行
く
の
が
、
現
実
的
か
つ
望
ま
し
い
方
法
で
あ
ろ

う
。
と
な
る
と
や
は
り
、
後
世
の
臨
川
評
価
を
決
定
づ
け
た
『
先
哲
叢

談
続
編
』
巻
之
七
「
田
臨
川
」
十
二
条
と
、
広
島
藩
領
の
学
者
・
文
人

の
覚
書
と
し
て
貴
重
な
『
広
陵
世
談

（
注
３
）』

の
臨
川
に
関
す
る
記
事
と
を
俎
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上
に
載
せ
る
必
要
が
あ
る
。

『
先
哲
叢
談
続
編
』
は
東
条
琴
台
の
遺
し
た
原
稿
を
校
訂
の
上
出
版

し
た
も
の
で
、
版
本
と
し
て
流
布
す
る
の
で
、
各
条
の
引
用
は
差
し
控

え
、
十
二
条
の
内
容
を
略
記
し
て
、
臨
川
の
ど
の
よ
う
な
功
績
が
伝
え

る
に
足
る
も
の
と
な
さ
れ
て
い
る
か
を
概
観
し
よ
う
。

	
	

１		

父
正
茂
ま
で
の
寺
田
氏
系
譜

	
	

２		

『
広
陵
問
槎
録
』
序
文
に
お
け
る
荻
生
徂
徠
の
臨
川
激
賞

	
	

３		

「
安
芸
諸
士
系
譜
」「
三
備
諸
士
系
譜
」
の
編
輯

	
	

４		

臨
川
「
諸
士
系
譜
序
」
を
踏
ま
え
て
の
「
諸
士
系
譜
」
完
成

の
意
義
強
調

	
	

５		

「
諸
士
系
譜
」
の
厳
島
神
社
奉
納

	
	

６		

藩
主
の
講
道
（
マ
マ
）館

設
置
と
臨
川
の
建
白

	
	

７		

講
道
（
マ
マ
）館
学
規
三
条

	
	

８		

臨
川
の
教
育
態
度

	
	

９		

享
保
二
十
年
の
加
禄
と
昇
進

	
	

10		

寛
保
二
年
の
『
臨
川
集
』
厳
島
神
社
奉
納
と
、
翌
年
の
同
書

及
び
味
木
立
軒
『
覆
載
遺
稿
』
の
藩
主
へ
の
献
上

	
	

11		

臨
川
の
生
没
と
家
族
・
子
孫

	
	

12		

臨
川
の
著
述

十
二
条
中
三
条
に
わ
た
っ
て
「
諸
士
系
譜
」
関
係
の
記
事
が
並
ぶ
こ

と
に
気
づ
か
さ
れ
る
が
、
分
量
で
見
る
と
四
丁
近
い
全
文
の
う
ち
約
一

丁
半
を
三
条
が
占
め
、
し
か
も
第
五
条
に
は
割
書
で
「
蔵
諸
士
系
譜
記
」

（
全
集
巻
四
）
の
全
文
が
引
用
さ
れ
る
な
ど
、
琴
台
が
「
諸
士
系
譜
」
編

纂
に
い
か
に
重
き
を
置
い
て
記
述
し
た
か
が
知
ら
れ
る
。

一
方
、『
広
陵
世
談
』
は
百
条
近
く
に
わ
た
っ
て
広
島
の
学
者
・
文

人
・
書
家
・
歌
人
・
俳
諧
師
等
の
逸
話
を
書
き
列
ね
る
。
山
下
正
英
に

つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
が
、
天
保
期
頃
ま
で
の
人
物
を
扱
う
の
で
幕
末

に
生
き
た
人
か
と
推
定
す
る
。
臨
川
は
巻
頭
の
味
木
立
軒
に
続
い
て
二

番
目
に
登
場
し
て
い
る
。
虫
損
の
箇
所
は
□
で
示
し
、
右
に
推
読
し
た

文
字
を
〈　

〉
に
入
れ
て
添
え
た
。

	

一	

寺
田
臨
川
、
諱
ハ
高
通
、
称
半
蔵
、
初
ノ
称
立
革
、
字
ハ
鳳
翼
、

一
ノ
字
ハ
士
豹
ト
云
。
幼
ヨ
リ
読
書
ヲ
好
ミ
、
業
ヲ
立
軒
味
木
先

生
ニ
受
。
正
徳
元
年
秋
九
月
、
浪
華
ノ
賓
館
ニ
至
リ
、
朝
鮮
ノ
学

士
季

〈
マ
マ
〉礥
、
及
ビ
書
記
南
重
〈
マ
マ
〉・
厳
漢
重
・
洪
舜
衍
等
ト
唱
酬
筆
語

ス
。
韓
士
大
ニ
其
才
ヲ
奇
ト
ス
。
是
ニ
於
テ
名
海
内
ニ
著
聞
ス
。

臨
川
特
ニ
李
東
郭
ノ
文
ヲ
愛
シ
テ
、
因
テ
平
生
著
ス
ト
コ
ロ
ノ
詩

若
干
首
ヲ
繕
写
シ
テ
一
巻
ト
ナ
シ
、
東
郭
ニ
示
シ
テ
其
言
ヲ
以
テ

巻
端
ニ
冠
セ
ン
コ
ト
ヲ
求
ム
。
東
郭
之
ヲ
賛
美
シ
、
別
ニ
後
序
ヲ

作
リ
、
其
巻
ニ
附
シ
テ
対
州
ノ
味
木
鳳
州
ニ
託
シ
伝
ヘ
テ
是
ヲ
返

ス
。
後
亦
コ
レ
□〈

ヲ
〉林
祭
酒
翼
斎
先
生
ニ
呈
覧
ス
。
先
生
文
ヲ
賜
テ

巻
尾
ニ
題
ス
。
茲
時
物
茂
卿
古
文
辞
ニ
名
ア
リ
。
味
木
立
軒
ノ
需

ニ
因
テ
、
問
槎
録
ノ
序
ニ
、「
独
愛
鳳
翼
氏
之
業
、
清
綺
整
贍
、
出
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瀛
入
圭
〈
マ
マ
〉、

寒
水
青
藍
、
駸
乎
已
〈
マ
マ
〉、

可
謂
不
易
得
之
才
矣
。」
及
「
深

山
大
沢
実
生
龍
蛇
、
是
知
広
陵
之
為
大
藩
哉
。」
等
ノ
語
ア
リ
。
具ト

モ

ニ
徂
徠
文
集
ニ
見
ヘ
タ
リ
。
延
享
元
年
冬
十
一
月
二
十
四
日
卒

ス
。
享
年
六
十
六

〈
マ
マ
〉。

「
季
礥
」
は
「
李
礥
」、「
南
重
」
は
「
南
聖
重
」、「
圭
」
は
「
奎
」、

「
駸
乎
已
」
は
「
駸
々
乎
未
已
」
が
正
し
く
、
享
年
を
一
年
誤
る
こ
と
は

「
略
年
譜
」
で
言
及
し
た
通
り
で
、
必
ず
し
も
正
確
な
記
述
で
は
な
い

が
、
高
忠
撰
「
祖
考
臨
川
先
生
行
状
」
中
の
、
正
徳
元
年
の
李
東
郭
達

と
の
唱
酬
筆
語
と
、
そ
の
後
の
林
翼
斎
・
荻
生
徂
徠
に
よ
る
称
賛
の
く

だ
り
を
摘
録
し
た
文
章
は
、
臨
川
の
文
事
の
頂
点
を
こ
こ
に
見
よ
う
と

す
る
意
識
に
終
始
す
る
。
む
し
ろ
他
の
実
績
は
ほ
と
ん
ど
考
慮
の
外
と

い
っ
て
も
よ
か
ろ
う
。「
諸
士
系
譜
」
編
纂
と
厳
島
神
社
へ
の
奉
納
に
紙

幅
を
最
も
費
し
た
琴
台
の
『
先
哲
叢
談
続
編
』
と
は
、
見
事
な
ま
で
に

対
照
的
な
立
場
を
取
る
の
で
あ
る
。

確
か
に
、
李
東
郭
達
と
の
唱
酬
は
臨
川
に
と
っ
て
忘
れ
が
た
い
思
い

出
と
な
っ
た
よ
う
で
、
正
徳
元
年
の
冬
に
は
、
筆
語
の
原
紙
を
貼
り
交

ぜ
た
『
韓
客
唱
酬
筆
語

（
注
４
）』
を
編
む
に
至
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
伝
家
訓
」

に
は
、

	

一
朝
鮮
三
使
和
章　
　

壱
軸

	

一
同
学
士
書
記
筆
語
詩
章　
　

壱
軸

	

一
同
学
士
李
礥
序
文　
　

壱
軸

	
	
	

右
我
等
参
会
の
節
贈
答
の
品
々
等
に
て
候
条
、
可
入
念
候
。

と
あ
っ
て
、
第
一
項
が
『
韓
客
唱
酬
筆
語
』、
第
三
項
が
版
本
『
広
陵
問

槎
録
』
巻
末
の
李
東
郭
撰
「
臨
川
詩
集
叙
」
の
原
文
を
指
す
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
（
た
だ
し
、
第
二
項
と
と
も
に
寺
田
家
に
は
伝
存
し
な

い
）。
い
ず
れ
も
念
を
入
れ
て
保
管
す
る
よ
う
子
孫
に
命
じ
て
い
る
わ

け
だ
か
ら
、
臨
川
の
み
な
ら
ず
寺
田
家
歴
代
の
名
誉
を
保
証
す
る
家
宝

だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
点
で
は
、『
広
陵
世
談
』
が
韓
使
と
の
交
流

に
よ
る
文
名
に
最
も
力
点
を
置
く
の
も
理
解
で
き
る
。

し
か
し
、
徂
徠
か
ら
受
け
た
絶
賛
が
臨
川
の
名
声
を
高
め
る
こ
と
に

つ
な
が
っ
た
の
か
、
そ
し
て
臨
川
が
そ
れ
を
本
当
に
あ
り
が
た
く
受
け

と
め
た
の
か
と
改
め
て
問
い
直
す
必
要
は
あ
る
。『
先
哲
叢
談
続
編
』
第

二
条
で
も
、

	
	
	

宝
永
正
徳
の
間
、
物
蘐
園
修
辞
の
説
、
海
内
に
喧
伝
す
。
人
称
し

て
一
世
の
龍
門
と
為
す
。
其
の
賞
誉
を
得
る
者
、
人
皆
之
を
艶
羨

す
。
蘐
園
、
味
立
軒
の
為
に
広
陵
問
槎
に
序
し
、
極
め
て
立
軒
の

詩
文
を
賞
す
。
又
臨
川
に
及
ぶ
。「
独
り
鳳
翼
氏
の
業
を
愛
す
。
清

綺
整
贍
、
瀛
を
出
で
て
奎
に
入
り
、
寒
水
青
藍
、
駸
駸
と
し
て
已

ま
ず
。
得
易
か
ら
ざ
る
の
才
と
謂
ふ
べ
し
。」
の
語
有
り
。
是
に
由

り
て
、
臨
川
の
名
、
一
時
に
伝
播
す
。

と
、『
広
陵
世
談
』
と
ほ
ぼ
同
じ
箇
所
を
引
用
し
て
徂
徠
の
言
の
影
響
力

の
大
き
さ
を
述
べ
る
の
だ
が
、
孫
の
高
忠
、『
広
陵
世
談
』
の
山
下
正
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英
、
そ
し
て
琴
台
の
い
ず
れ
も
が
、
近
世
中
期
以
降
の
古
文
辞
学
派
に

よ
る
文
壇
席
捲
の
歴
史
を
知
っ
て
お
り
、
そ
の
知
識
を
前
提
と
し
て
臨

川
と
徂
徠
の
関
係
を
見
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
近
世
後
期
に
お
い

て
、
大
儒
徂
徠
の
名
を
知
ら
な
い
者
は
な
く
、
一
方
の
臨
川
は
す
で
に

子
孫
が
本
腰
で
顕
彰
に
努
め
な
け
れ
ば
忘
れ
ら
れ
そ
う
な
存
在
と
化
し

て
い
る
。
し
か
し
、
正
徳
元
年
時
点
で
は
、
臨
川
は
師
の
味
木
立
軒
と

と
も
に
、
い
わ
ば
広
島
藩
を
代
表
す
る
形
で
韓
使
と
交
流
を
持
つ
機
会

を
得
る
ほ
ど
の
存
在
で
あ
っ
た
。『
問
槎
畸
賞
』
の
山
県
周
南
・
安
藤
東

野
も
、
藩
の
後
ろ
盾
の
あ
る
儒
者
な
の
で
、
む
し
ろ
大
藩
の
儒
者
同
士

と
い
う
枠
組
で
彼
ら
の
共
通
性
を
見
る
方
が
わ
か
り
や
す
く
、
そ
の
中

で
は
徂
徠
の
境
遇
は
い
か
に
も
浮
い
て
い
る
。
む
し
ろ
徂
徠
は
序
文
を

書
か
せ
て
も
ら
っ
た
と
見
る
方
が
正
し
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。「
略

年
譜
」
正
徳
二
年
の
項
に
掲
げ
た
杉
田
昌
彦
氏
「『
問
槎
畸
賞
』
の
序
跋

に
つ
い
て
」
は
、『
広
陵
問
槎
録
』
の
立
軒
・
臨
川
を
、
徂
徠
の
序
文
を

冠
す
る
と
い
う
理
由
で
「
蘐
園
派
の
詩
人
達
」
と
規
定
す
る
が
、
序
を

与
え
た
か
ら
と
い
っ
て
集
中
の
詩
人
を
す
べ
て
指
導
下
に
置
い
て
い
た

と
捉
え
る
こ
と
は
で
き
ま
い
。
臨
川
が
徂
徠
の
学
と
人
柄
を
罵
倒
し
た

の
は
先
に
見
た
通
り
享
保
十
二
年
で
、
こ
の
時
点
で
江
戸
の
蘐
園
派
は

よ
う
や
く
文
壇
の
中
で
主
導
権
を
確
立
し
、
最
晩
年
の
徂
徠
は
一
門
の

繁
栄
を
実
感
で
き
た
に
違
い
な
い
が
、
広
島
の
臨
川
が
そ
の
学
風
と
詩

風
に
与
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
李
東
郭
達
と
の
交
流
は
、
巻
子
本
に

丁
寧
に
貼
り
交
ぜ
ら
れ
た
肉
筆
の
筆
跡
を
手
元
に
置
い
て
偲
ぶ
に
ふ
さ

わ
し
く
、
徂
徠
か
ら
の
賛
辞
を
こ
の
上
な
く
あ
り
が
た
く
頂
戴
す
る
と

い
っ
た
発
想
と
は
臨
川
は
無
縁
だ
っ
た
と
い
う
の
が
筆
者
の
見
解
で
あ

る
。一

方
、
琴
台
が
強
調
し
た
「
諸
士
系
譜
」
の
撰
述
は
、
正
徳
四
年
三

十
七
歳
か
ら
享
保
八
年
四
十
六
歳
ま
で
、
十
年
に
わ
た
っ
て
継
続
さ
れ

た
事
業
で
あ
る
。
本
務
の
記
室
と
し
て
の
能
力
が
十
分
発
揮
さ
れ
た
点

で
、
臨
川
最
大
の
功
績
と
見
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
藩
主
吉
長
は
、

家
中
に
対
し
、
正
徳
四
年
、
享
保
二
年
と
重
ね
て
系
図
・
伝
記
の
差
し

出
し
を
命
じ
、
臨
川
の
作
業
が
円
滑
に
進
む
よ
う
に
基
盤
整
備
に
努
め

る
。
吉
長
の
藩
内
支
配
確
立
の
た
め
の
重
要
な
仕
事
を
臨
川
に
任
せ
た

の
だ
か
ら
、
そ
の
信
任
ぶ
り
が
窺
え
る
。
公
務
で
の
高
い
評
価
こ
そ
が

藩
士
と
し
て
の
面
目
で
あ
る
の
は
当
然
で
、「
諸
士
系
譜
」
に
最
も
多
く

の
分
量
を
割
い
た
琴
台
の
筆
致
は
、
図
ら
ず
も
臨
川
の
功
績
を
正
当
に

捉
え
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
前
半
生
の
「
諸
士
系
譜
」
完
成
と
、
後
半

生
の
「
重
造
厳
島
神
廟
華
表
記
」
撰
文
が
、
結
果
的
に
は
臨
川
の
文
事

を
代
表
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
と
も
に
厳
島
神
社
に
奉
納
さ
れ
る
こ

と
で
、
臨
川
の
功
績
は
、
神
の
加
護
の
も
と
、
不
朽
を
約
束
さ
れ
た
か

に
見
え
た
。
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六　
臨
川
の
著
述

『
先
哲
叢
談
続
編
』
第
十
二
条
に
、
臨
川
の
残
し
た
著
述
を
次
の
よ
う

に
列
挙
す
る
。

	
	
	

臨
川
の
著
述
、
諸
士
系
譜
の
外
、
韓
館
酬
和
集
二
巻
、
二
孝
伝
一

巻
、
芸
備
古
城
志
十
巻
、
臨
川
全
集
八
巻
。

「
臨
川
全
集
」
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
。「
八
巻
」
は
「
六
巻
」
の
誤

り
で
あ
ろ
う
。「
諸
士
系
譜
」
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。「
韓
館
酬
和
集

二
巻
」
と
は
、『
広
陵
問
槎
録
』
上
下
二
巻
を
指
す
の
だ
ろ
う
。「
二
孝

伝
一
巻
」
は
元
文
元
年
刊
行
の
『
二
孝
伝
』。
漢
文
の
み
の
も
の
と
、
漢

文
の
後
ろ
に
和
文
の
釈
文
を
付
し
た
も
の
の
二
種
が
伝
存
す
る
。「
二

孝
」、
即
ち
安
芸
山
県
郡
戸
河
内
の
八
十
郎
と
備
後
世
良
郡
甲
山
の
阿

姫
の
二
人
は
、
幕
府
の
『
孝
義
録
』
や
広
島
藩
の
『
芸
備
孝
義
伝
初
編
』

に
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
特
に
後
者
は
臨
川
撰
文
を
明
記
し
つ
つ
引
用
す

る
な
ど
、
臨
川
の
『
二
孝
伝
』
は
後
世
の
大
部
な
孝
行
逸
話
集
に
相
応

に
生
か
さ
れ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
そ
の
規
模
や
流
布

の
程
度
に
お
い
て
、『
二
孝
伝
』
は
他
の
二
書
と
比
較
に
な
ら
な
い
。

「
芸
備
古
城
志
十
巻
」。
ま
ず
「
十
巻
」
で
あ
る
が
、「
伝
家
訓
」
に
は

	

一
芸
備
故
城
志　
　

壱
巻

	
	
	

右
我
等
述
作
に
て
、
御
用
に
指
上
候
副
本
に
候
条
、
可
念
入
候
。

と
あ
り
、
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
写
本
「
芸
備
故
城
志
」（
請
求
番
号
八
四

－

九
三
）
も
、「
叙
芸
備
故
城
志
」「
題
言
五
則
」「
跋
芸
備
故
城
志
」、

及
び
嘉
永
七
年
に
寺
田
家
蔵
本
を
写
し
た
旨
の
南
軒
主
人
の
奥
書
を
有

し
て
首
尾
完
結
す
る
。
恐
ら
く
は
「
十
巻
」
は
「
一
巻
」
の
誤
り
で
あ

ろ
う
。
こ
の
芸
備
の
古
城
趾
に
限
定
し
た
小
さ
な
地
誌
は
、
浩
瀚
な

『
芸
藩
通
志
』
の
記
述
に
生
か
さ
れ
た
か
否
か
の
明
証
も
得
ら
れ
な
い

ほ
ど
に
圧
倒
さ
れ
、
ほ
と
ん
ど
そ
の
存
在
意
義
を
主
張
し
得
な
い
。『
芸

備
孝
義
伝
』『
芸
藩
通
志
』
と
、
近
世
後
期
広
島
藩
の
文
芸
の
中
枢
に
躍

り
出
た
頼
春
水
・
杏
坪
ら
の
徹
底
し
た
調
査
能
力
と
企
画
力
、
そ
し
て

事
業
推
進
に
か
け
る
執
念
が
、
さ
さ
や
か
な
が
ら
も
先
駆
け
と
し
て
位

置
し
て
い
た
臨
川
の
功
を
、
す
っ
か
り
覆
い
尽
し
た
か
の
よ
う
で
あ

る
。
前
節
に
触
れ
た
「
重
造
厳
島
神
廟
華
表
記
」
の
撰
文
に
し
て
も
、

享
和
元
年
の
厳
島
神
社
大
鳥
居
の
再
建
に
際
し
て
頼
杏
坪
が
「
重
造
厳

島
神
廟
鳥
居
記
」
を
撰
し
、
大
鳥
居
の
歴
史
を
略
述
し
つ
つ
当
該
の
再

建
の
意
義
を
強
調
す
る
文
脈
の
中
に
臨
川
の
記
文
が
下
敷
き
と
し
て
取

り
込
ま
れ
、
包
摂
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。
広
島
藩
の
学
問
と
実
務

を
司
る
春
水
・
杏
坪
兄
弟
に
は
、
か
つ
て
藩
の
文
教
政
策
に
深
く
関
与

し
た
臨
川
の
事
蹟
を
殊
更
に
持
ち
上
げ
よ
う
と
す
る
よ
う
な
意
識
が
な

く
、
恰
好
の
叩
き
台
程
度
に
見
な
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

さ
て
、「
諸
士
系
譜
」
が
臨
川
前
半
生
の
文
事
を
代
表
す
る
こ
と
は
前

節
で
述
べ
た
。
と
こ
ろ
が
、『
先
哲
叢
談
続
編
』
と
版
本
『
臨
川
全
集
』、
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さ
ら
に
新
出
の
『
臨
川
全
集
』
自
筆
稿
本
を
突
き
合
わ
せ
て
見
る
と
、

著
述
と
し
て
は
ま
こ
と
に
不
可
解
な
実
態
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の

で
あ
る
。『
先
哲
叢
談
続
編
』
が
依
拠
す
る
資
料
を
確
認
し
つ
つ
検
証
し

て
み
た
い
。

第
三
条
の
記
述
は
、

	
	
	

宝
永
中
、
侯
命
を
奉
じ
て
安
芸
諸
士
の
系
譜
を
撰
む
。
享
保
八
年
、

成
る
を
告
ぐ
。
又
命
し
て
三
備
諸
士
の
系
譜
を
撰
む
。
十
六
年
、

成
る
を
告
ぐ
。

に
始
ま
る
。
続
い
て
「
辛
丑
元
旦
詩
有
り
て
云
ふ
」
と
し
て
、「
辛
丑
元

日
〈「
頃
歳
、
余
、
命
を
奉
じ
て
諸
士
系
譜
を
編
集
す
。
故
に
詩
中
此
に

及
ぶ
。」	

―
以
上
割
注
〉」
七
絶
（
全
集
巻
三
）
を
引
用
す
る
。
冒
頭
の

「
宝
永
中
」
は
「
正
徳
四
年
」
が
正
し
く
、
詩
題
の
下
の
割
注
の
字
句
に

異
同
が
あ
る
な
ど
の
問
題
は
あ
る
が
、
詩
そ
の
も
の
の
引
用
は
正
確
で

あ
る
。
版
本
『
臨
川
全
集
』
に
従
っ
て
掲
げ
る
。

	
	

花
柳
欣
然
た
り
、
一
畝
の
宮
。

	
	

身
安
く
心
静
か
に
し
て
春
風
に
坐
す
。

	
	

架
頭
の
族
譜
三
千
巻
、

	
	

遅
日
輯
録
の
功
を
収
め
ん
と
要
す
。

正
徳
四
年
か
ら
数
え
て
八
年
目
の
享
保
六
年
、
編
集
実
務
に
追
わ
れ

な
が
ら
も
充
実
し
た
臨
川
の
心
境
を
物
語
る
詩
で
あ
る
。「
架
頭
の
族

譜
三
千
巻
」
は
あ
く
ま
で
も
大
量
の
文
書
が
堆
積
す
る
書
斎
の
様
子
を

象
徴
し
た
表
現
と
見
て
よ
く
、
実
態
を
反
映
し
た
語
句
と
捉
え
る
必
要

は
な
い
。
そ
の
意
味
で
第
三
条
は
問
題
が
な
い
。

第
四
条
は
、
冒
頭
か
ら
「
夫
れ
士
の
仕
ふ
る
や
、
苟
し
く
も
其
の
禄

を
私
し
、
以
つ
て
其
の
身
を
栄
え
し
む
る
に
非
ず
。」
云
々
と
、
系
譜
の

必
要
性
を
述
べ
る
格
調
高
い
文
章
が
続
く
が
、
実
は
「
諸
士
系
譜
序
」

（
全
集
巻
四
）
を
ほ
と
ん
ど
引
き
写
し
た
も
の
で
、
現
代
で
あ
れ
ば
無
断

引
用
・
剽
窃
と
指
弾
さ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
琴

台
は
続
け
て
広
島
藩
に
お
け
る
系
譜
編
纂
の
経
緯
を
次
の
よ
う
に
概
括

す
る
。

	
	
	

芸
侯
、
芸
備
の
封
内
を
し
て
其
の
弆
蔵
す
る
所
を
出
さ
し
め
、
臨

川
を
し
て
之
を
輯
録
せ
し
む
。
甲
午
よ
り
始
ま
り
、
癸
卯
に
迄
ん

で
畢
る
。
凡
そ
十
年
を
経
て
全
く
成
る
。
題
し
て
芸
藩
諸
士
系
譜

と
曰
ふ
。
総
べ
て
三
百
六
十
四
巻
、
附
録
十
二
巻
、
目
録
六
巻
。

侯
喜
び
て
金
若
干
を
賞
賜
す
。
当
時
の
侯
伯
、
其
の
挙
を
伝
称
し
、

以
つ
て
諸
藩
未
曾
有
の
盛
典
と
為
す
。

と
こ
ろ
が
、
享
保
八
年
成
立
の
「
諸
士
系
譜
序
」
で
右
の
記
述
に
相

当
す
る
箇
所
を
探
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

	
	
	

往
歳
、
公
、
徧
ね
く
国
中
に
令
し
、
各
其
の
蔵
む
る
所
の
者
を
出
さ

し
め
、
革
に
命
じ
て
之
を
輯
録
せ
し
む
。
甲
午
よ
り
癸
卯
に
至
り
、

十
寒
暑
を
閲
し
て
編
成
る
。
総
べ
て
□
□
□
□
□
巻
。（
以
下
略
）

両
者
を
比
較
す
れ
ば
文
言
の
類
似
は
明
ら
か
で
、
冒
頭
の
借
用
も
含
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め
て
琴
台
が
「
諸
士
系
譜
序
」
を
参
照
し
た
の
は
確
実
で
あ
る
の
に
、

琴
台
の
「
三
百
六
十
四
巻
、
附
録
十
二
巻
、
目
録
六
巻
」
と
い
う
具
体

的
な
記
述
の
元
と
な
る
は
ず
の
臨
川
の
「
諸
士
系
譜
序
」
で
は
、
四
角

の
空
白
が
五
つ
並
ぶ
の
み
な
の
で
あ
る
。
も
し
琴
台
が
版
本
『
臨
川
全

集
』
以
外
の
情
報
を
手
に
入
れ
て
い
な
か
っ
た
ら
、「
諸
士
系
譜
」
の
編

成
・
巻
数
を
明
確
に
記
入
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
琴
台
が
依
拠

し
た
情
報
の
出
所
は
ど
こ
か
、
そ
し
て
『
臨
川
全
集
』
が
刊
行
さ
れ
る

に
当
っ
て
な
ぜ
当
該
箇
所
が
伏
字
と
さ
れ
た
の
か
、
こ
の
二
つ
が
第
四

条
の
孕
む
疑
問
点
と
し
て
残
る
。

第
五
条
で
は
、

	
	
	

芸
侯
、
不
朽
を
謀
る
の
意
最
も
盛
ん
に
し
て
、
諸
士
系
譜
一
部
を

浄
書
せ
し
め
、
之
を
厳
島
の
神
祠
に
納
め
、
自
ら
系
譜
を
蔵
収
す

る
の
記
を
製
す
と
云
ふ
。
其
の
記
、
実
は
臨
川
を
し
て
之
を
代
り

作
ら
し
む
。

と
、
藩
主
が
「
諸
士
系
譜
」
を
厳
島
神
社
に
奉
納
す
る
に
当
り
、
臨
川

に
記
文
を
代
作
さ
せ
た
こ
と
を
述
べ
、
さ
ら
に
享
保
十
二
年
正
月
撰
文

の
「
蔵
諸
士
系
譜
記
」（
全
集
巻
四
）
の
全
文
を
割
書
で
掲
げ
る
。
引
用

の
末
尾
に
「
従
四
位
下
侍
従
安
芸
守
浅
野
綱
長
」
と
吉
長
の
父
綱
長
の

署
名
を
記
し
た
り
、
版
本
『
臨
川
全
集
』
と
の
本
文
異
同
も
多
数
見
ら

れ
た
り
と
不
審
の
箇
所
が
多
く
、
詳
細
な
比
較
検
討
を
必
要
と
す
る

が
、
そ
れ
は
別
の
機
会
に
譲
っ
て
、
本
稿
の
論
旨
に
関
わ
る
箇
所
に
限

定
す
れ
ば
、『
先
哲
叢
談
続
編
』
が
「
向
に
綏
撫
の
暇
に
於
い
て
、
詞
臣

に
命
じ
て
諸
士
系
譜
を
撰
む
。
若
干
巻
を
合
せ
て
以
つ
て
待
顧
の
意
を

寓
す
。」
と
す
る
の
に
対
し
、
版
本
『
臨
川
全
集
』
で
は
「
嚮
に
綏
撫
の

暇
に
於
い
て
、
命
じ
て
諸
士
系
譜
を
撰
せ
し
む
。
合
せ
て
□
□
□
□
□

□
巻
。
以
つ
て
待
顧
の
誠
を
寓
す
。」
に
作
る
。
こ
こ
で
も
版
本
『
臨
川

全
集
』
は
伏
字
と
さ
れ
（
し
か
も
先
の
五
字
分
と
は
異
な
っ
て
六
字

分
）、
琴
台
は
前
条
と
は
打
っ
て
変
わ
っ
て
「
若
干
巻
」
と
曖
昧
な
記
述

に
留
め
て
い
る
。

幸
い
「
蔵
諸
士
系
譜
記
」
は
先
述
の
『
臨
川
全
集
』
自
筆
稿
本
に
収

録
さ
れ
て
い
た
。
版
本
の
伏
字
の
箇
所
に
は
は
っ
き
り
と
「
八
百
四
十

有
八
」
の
六
文
字
が
入
っ
て
い
る
。
本
文
も
、
自
筆
稿
本
に
見
ら
れ
る

修
正
も
含
め
て
細
部
に
わ
た
っ
て
版
本
と
重
な
り
、
少
な
く
と
も
「
蔵

諸
士
系
譜
記
」
に
関
し
て
は
自
筆
稿
本
を
忠
実
に
版
下
に
生
か
し
た
こ

と
が
確
認
で
き
る
。
た
だ
し
、
伏
字
の
箇
所
を
除
い
て
は
と
い
う
限
定

が
付
く
。
版
本
『
臨
川
全
集
』
を
出
版
す
る
際
、
何
ら
か
の
理
由
で
「
八

百
四
十
有
八
」
の
六
文
字
だ
け
を
空
白
に
す
る
必
要
が
寺
田
家
に
は

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

さ
て
、
第
五
条
の
末
尾
に
は
、
直
接
の
情
報
源
と
、
琴
台
が
臨
川
の

子
孫
と
接
触
を
持
っ
た
件
が
記
さ
れ
る
。

	
	
	

按
ず
る
に
、
此
の
事
、
平
維
章
の
続
東
海
談
に
見
ゆ
。
近
時
、
臨

川
の
玄
孫
寺
田
他
人
助
な
る
者
の
音
問
を
得
た
り
。
始
め
て
臨
川
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全
集
を
読
む
。
之
を
比
較
す
る
に
、
少
し
の
異
同
有
り
。
然
り
と

い
へ
ど
も
維
章
の
記
す
所
、
已
に
同
時
に
在
り
。
覧
る
者
、
彼
を

以
つ
て
此
を
疑
ふ
こ
と
勿
れ
。

篠
崎
東
海
「
東
海
談
」
の
「
続
編
」
が
確
認
で
き
て
い
な
い
現
状
で

は
何
と
も
い
え
な
い
け
れ
ど
も
、
寺
田
他
人
助
か
ら
見
せ
ら
れ
た
「
臨

川
全
集
」
と
は
、
広
島
藩
領
外
に
流
布
す
る
こ
と
が
な
く
、
当
時
に
お

い
て
も
稀
覯
に
属
し
た
版
本
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
東
海
談
続
編
」
で
得

ら
れ
た
情
報
を
元
に
原
稿
を
作
っ
た
段
階
で
、
他
人
助
か
ら
版
本
を
提

供
さ
れ
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
異
同
を
目
の
当
り
に
し
た
は
ず
の
琴
台
が

一
番
困
惑
し
た
の
は
、
恐
ら
く
「
諸
士
系
譜
」
の
巻
数
が
定
ま
ら
な
い

こ
と
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
第
四
条
は
臨
川
の
「
諸
士
系
譜
序
」
そ

の
ま
ま
の
引
用
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
琴
台
自
身
の
文
章
と
い
う
体

裁
を
取
る
。
版
本
『
臨
川
全
集
』
の
伏
字
を
無
視
し
て
も
、
琴
台
自
ら

が
集
め
た
資
料
に
基
づ
い
た
と
主
張
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
し
か

し
、
第
五
条
は
「
蔵
諸
士
系
譜
記
」
の
引
用
で
あ
る
。
版
本
『
臨
川
全

集
』
の
六
文
字
の
伏
字
を
目
の
当
り
に
す
れ
ば
、
さ
す
が
に
巻
数
を
明

記
で
き
な
い
と
い
う
判
断
が
生
じ
る
の
は
無
理
も
な
い
。
も
し
自
筆
稿

本
に
い
う
「
八
百
四
十
有
八
巻
」
ま
で
も
が
琴
台
の
知
識
に
入
っ
た
と

し
た
ら
、
第
四
条
で
明
記
し
た
「
三
百
六
十
四
巻
、
附
録
十
二
巻
、
目

録
六
巻
」
と
の
齟
齬
は
如
何
と
も
し
難
か
っ
た
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
琴

台
は
そ
の
混
乱
か
ら
だ
け
は
免
れ
た
と
い
え
よ
う
。

「
諸
士
系
譜
」
の
正
体
は
か
く
も
不
可
解
で
あ
る
。
も
し
臨
川
生
前
の

寺
田
家
に
草
稿
で
も
伝
存
し
て
い
た
ら
、
当
然
「
伝
家
訓
」
に
家
宝
と

し
て
記
載
さ
れ
た
は
ず
だ
が
、
そ
れ
は
な
い
。
完
成
後
、
藩
主
に
提
出

さ
れ
た
時
点
で
寺
田
家
の
手
を
離
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
献
上
も
し

く
は
奉
納
さ
れ
た
側
の
浅
野
家
に
も
厳
島
神
社
に
も
、「
諸
士
系
譜
」
が

収
蔵
さ
れ
た
形
跡
が
な
い
。
も
し
、
何
ら
か
の
形
で
残
っ
て
い
た
と
す

れ
ば
、
広
島
藩
の
家
臣
団
研
究
に
不
可
欠
の
史
料
と
し
て
言
及
さ
れ
る

は
ず
だ
が
、
管
見
に
入
ら
な
い
。
い
つ
か
の
時
点
で
、
何
か
の
理
由
で

廃
棄
さ
れ
、
そ
の
事
情
を
憚
っ
て
『
臨
川
全
集
』
刊
行
時
に
伏
字
で
処

理
し
た
と
す
れ
ば
辻
褄
は
合
う
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
憶
測
に
過
ぎ

な
い
。
た
だ
、「
諸
士
系
譜
」
が
伝
存
し
て
お
れ
ば
、
広
島
の
地
方
史
研

究
で
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
臨
川
の
名
が
湮
滅
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
、
と

だ
け
は
い
え
る
。

お
わ
り
に

『
系
図
』
に
よ
れ
ば
、
版
本
『
臨
川
全
集
』
刊
記
の
末
尾
に
名
を
記
さ

れ
た
曾
孫
寺
田
内
蔵
高
章
は
、
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
七
月
二
十
九

日
に
四
十
六
歳
で
没
し
、
他
人
助
高
徳
が
家
を
継
い
で
明
治
を
迎
え

た
。
刊
記
に
「
玄
孫
」
と
の
み
あ
っ
て
名
前
は
墨
格
の
ま
ま
だ
っ
た
部

分
が
実
体
を
有
し
た
わ
け
だ
が
、
高
徳
が
新
た
に
自
分
の
名
前
を
入
れ
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る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
保
氏
の
お
話
に
よ
れ
ば
、
高
徳
の
曾
孫
に
当
ら

れ
る
父
君
の
正
氏
は
、
戦
前
、
職
務
の
た
め
渡
満
さ
れ
る
に
あ
た
り
、

寺
田
家
伝
来
の
文
書
・
典
籍
類
の
大
半
を
広
島
市
中
島
町
の
知
人
に
預

け
ら
れ
た
と
い
う
。
中
島
町
は
現
在
の
平
和
記
念
公
園
一
帯
に
位
置
す

る
。
戦
後
、
内
地
に
引
き
上
げ
る
に
当
り
、
書
籍
類
の
持
ち
出
し
は
許

さ
れ
ず
、
正
氏
の
長
女
善
氏
が
茶
器
の
包
装
紙
に
使
用
し
て
荷
物
に
紛

れ
さ
せ
た
の
が
、
本
稿
に
何
度
も
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
臨
川
自
筆

「
伝
家
訓
」
で
あ
る
。
今
、
勇
一
氏
の
所
蔵
さ
れ
る
臨
川
ゆ
か
り
の
資
料

に
は
、
ほ
と
ん
ど
奇
跡
と
し
か
い
い
よ
う
の
な
い
伝
存
の
経
緯
が
刻
ま

れ
て
い
る
。
臨
川
の
真
面
目
を
伝
え
る
べ
く
、
今
後
も
地
道
な
調
査
を

継
続
す
る
所
存
だ
が
、
そ
の
出
発
点
に
位
置
す
る
本
稿
を
、
ま
ず
は
臨

川
の
顕
彰
に
精
励
さ
れ
た
寺
田
家
歴
代
の
方
々
に
捧
げ
た
い
。

注

注
１	

以
下
、
資
料
の
引
用
に
際
し
て
は
、
適
宜
通
行
の
字
体
に
改
め
、
句
読

点
・
濁
点
・
括
弧
を
付
す
な
ど
の
処
置
を
取
る
。
ま
た
、
漢
詩
文
に
つ
い

て
は
書
き
下
し
て
示
す
。
な
お
、
引
用
中
に
筆
者
が
私
に
施
す
注
記
は

〈　

〉
に
入
れ
た
。

注
２	

版
本
の
「
読
物
子
学
則
」
で
は
、
末
尾
に
半
丁
近
い
伏
字
が
あ
る
が
、
寺

田
氏
蔵
の
自
筆
稿
本
で
は
原
文
の
ま
ま
文
字
が
記
し
て
あ
る
。
公
刊
に
当

り
、
内
容
に
憚
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
臨
川
の
徂
徠
批
判
の

内
実
を
検
討
す
る
の
と
合
わ
せ
、
別
稿
に
お
い
て
吟
味
す
る
所
存
で
あ
る
。

注
３	

中
野
三
敏
先
生
蔵
。
半
紙
本
二
巻
一
冊
。
写
本
。
薄
茶
色
表
紙
。
縦
二
三
・

五
セ
ン
チ
、
横
一
六
・
五
セ
ン
チ
。
外
題
（
題
簽
）「
広
陵
世
談　

全
」。

内
題
「
広
陵
世
談
巻
之
一
（
二
）」。
巻
之
一
の
内
題
下
に
「
芸
州　

山
下

正
英
纂
輯
」
と
あ
り
。「
広
陵
世
談
凡
例
」
一
丁
半
、
半
丁
白
紙
、
巻
之

一
の
本
文
二
二
丁
半
、
半
丁
白
紙
、
巻
之
二
の
本
文
三
〇
丁
半
、
半
丁
白

紙
。
全
五
六
丁
。
一
面
行
数
九
行
。「
雲
林
庵
蔵
書
」「
尾
陽
雲
林
菴
文
庫
」

「
富
田
蔵
書
」
の
印
あ
り
、
旧
蔵
者
は
富
田
新
之
助
氏
。

注
４	

『
韓
客
唱
酬
筆
語
』
に
つ
い
て
の
最
初
の
言
及
は
、
呉
市
入
船
山
記
念
館

編
『
広
島
藩
・
朝
鮮
通
信
使
来
聘
記
』（
呉
市
、
一
九
九
〇
年
三
月
）
に

解
説
と
し
て
収
め
ら
れ
た
頼
祺
一
氏
「
朝
鮮
通
信
使
と
広
島
藩
」
に
お
い

て
成
さ
れ
た
。
そ
の
注
（
88
）
に
、

	
	
	
		

臨
川
の
後
商

〈
マ
マ
〉で

安
芸
郡
府
中
町
に
お
ら
れ
る
寺
田
氏
は
、
こ
の
唱

酬
・
筆
談
の
原
本
を
大
切
に
伝
え
て
お
ら
れ
る
。
こ
れ
は
「
韓
客
唱

酬
筆
語
」
と
題
す
る
巻
物
一
巻
で
、
整
述
官
李
東
郭
、
書
記
南
泛

叟
・
洪
鏡
湖
・
厳
龍
洲
の
筆
語
・
唱
酬
の
紙
片
を
臨
川
が
順
次
貼

付
し
た
も
の
で
、
奥
書
に
「
右
詩
并
筆
語
、
朝
鮮
製
述
官
李
礥
及
書

記
官
洪
舜
衍
・
厳
漢
重
・
南
堅
〈
マ
マ
〉重

与
余
所
贈
答
者
也
、
輯
為
一
軸
以

備
珍
覧　

正
徳
辛
卯
之
冬
臨
川
寺
田
立
革
書
」
と
あ
る
。（
以
下
略
）

	

と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、「
後
商
」
は
「
後
裔
」
の
誤
植
、「
南
堅
重
」

は
「
南
聖
重
」
の
誤
読
。
ま
た
、
文
中
の
「
寺
田
氏
」
は
保
氏
・
勇
一
氏

の
母
君
ア
サ
カ
氏
で
あ
る
。

〔
付
記
〕	

本
稿
は
、
平
成
二
十
四
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｂ
）「
世

界
遺
産
・
厳
島
の
総
合
的
研
究
―
「
伝
承
・
伝
説
の
時
代
性
」
の
視
点

か
ら
―
」（
研
究
代
表
者　

狩
野
充
徳
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で

あ
る
。

（
く
ぼ
た　

け
い
い
ち
・
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授
）


